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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 102-12,102-15,103-1,404-2

「人」は会社にとって最大の資産です。社員一人ひとりが持つ無限の可能性を引き出し、大きな活力を生み出すとともに、その活力を組織として最大限に活かすこと
をめざします。仕事の達成や社会への貢献を通じて、個人と企業が共に成長する環境と風土づくりを推進しています。

社会的課題と花王が提供する価値

認識している社会的課題

AI との共存に代表されるデジタル革命、ESG 経営、

日本における超高齢社会の到来といった潮流の中で、

人々の暮らしや社会システム、仕事のあり方が大きく

変わりつつあります。

それに伴い、雇用や人財マネジメントのあり方も変

革期を迎えています。企業が継続的に成長するために

は、変化を先取りした人財戦略が重要となります。

花王が提供する価値

育児・看護・介護支援施策の拡充、女性の活躍推進、

ノーマライゼーションの促進（障がい者の採用拡大と

活躍推進）、定年退職後のシニア世代の継続雇用と活躍

の場の拡大、柔軟な働き方の推進、業務効率化と意識改

革による生産性の向上に取り組んでいます。

同時に、社員の健康は個人生活の基盤であるだけで

なく、会社にとっても財産であり、成長の源泉でもある

という認識のもと、社員の自主的な健康づくりを奨励し、

積極的に支援しています。

貢献するSDGs

企業活動を通じて広く社会に貢献できる人財を育成

するための施策をグローバルで強化・推進しています。

また、企業の成長と社員の働きがいの両立を図る上

で、花王では権威主義を排し、経営幹部と社員が共に同

じ目標に向かって努力するという企業文化を大切にし

ています。会社の現況・方針や人財開発施策に関しては、

社員代表と定期的に共有・議論の場を持ち、良好な労使

関係の構築に努めています。それにより、社員自らが

さらに創造性を発揮し、より質の高い商品やサービス

を提供できます。

「2030年のありたい姿」の実現に関わるリスク

大きな環境の変化を先取りした人財の採用、育成、配

置を計画的に推進しないことによる優秀な人財確保の

困難、それによる事業の停滞などのリスクがあります。

良好な労使関係が健全に維持できないと、社員エン

ゲージメントが低下し、2030年のありたい姿の実現のた

めに計画した事業目標を達成できないリスクがあります。

「2030年のありたい姿」の実現に関わる機会

変化を先導する次世代リーダーの育成を強化し、多

様な社員一人ひとりが健康で働きがいを持って業務を

行ない、仕事の達成や社会への貢献を通じて成長する

ことで、持続的に成長する会社、グローバルで存在感の

ある会社を実現します。

良好な労使関係を維持・発展させることにより、社員

エンゲージメントが向上します。そして社員自らがさ

らに創造性を発揮し、2030年のありたい姿の実現のた

めに計画した目標を上回る成果の達成も期待できます。

➡P175「正道を歩む＞社員の健康増進と安全」

そして、社員一人ひとりの多様な個性と能力を最大

限に発揮できるよう、ダイバーシティ＆インクルー

ジョンをグローバルで推進しています。

➡P162「正道を歩む＞受容性と多様性のある職場」
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 103-2,404-2

花王グループが“よきモノづくり” を行ない永続的に

発展するために、組織的な創造革新の活動によって、

全体としての効果・効率性が常に向上することを目指

します。

（効果・効率性の追求）

創造革新の源泉は、限りなく叡智を発揮したいという

全社員の熱意にある、という考え方に基づき、個々の

尊厳が尊重され、自主性と多様性が活かされる環境を

つくります。

（人間性の尊重）

社員一人ひとりが現場で思う存分叡智を発揮するこ

とが、花王グループの発展につながるよう、諸施策の

改善に努め、創造革新の活動を通じて組織と個人の統

合を図ります。

（統合への努力）

人財開発基本方針

ありたき組織像
自由闊達な絶えざる革新の風土を継承し、透明性の

高い役割責任体制のもとに「花王ウェイ」に基づいた

組織運営を行ないます。そして、常に変化に柔軟かつ

機敏に対応する「生体機能的組織」の考え方に基づき、

グループ全社が一体的に運営される組織を目指します。

求められる人財像
1. ‌�挑戦意欲を持ち続ける人財�  

Challenge & Change

2. ‌�高い専門性を持つ人財�  

Professional Capabilities

3. ‌�グローバルな視点を持つ人財�  

Global Perspective

4. ‌�協働により高い成果を生み出す人財�  

Communication & Collaboration

5. ‌�倫理観に富む人財�  

Integrity

人財開発のビジョン

方針

花王では、多様な社員それぞれが能力と個性を最大

限に発揮して個の成果を追求することが、組織として

の成果に結びつき、企業の総合力となっていくと考え

ており、そのような環境や風土づくりをめざしています。

そのため、こうした考えを「人財開発基本方針」とし

て定めるとともに、「ありたき組織像」「求められる人財

像」を掲げています。また、これらを実現するために、

社員の意欲や組織の目標などに応じた能力開発の機会

をさまざまな手法で提供し、ラインマネジメントを基

本として、社員の成長を支援しています。

また、役割・職責を明確にし、一人ひとりの実績を公

正に定期的に評価し報酬に反映させることで、雇用形

態や性別等、属性による差別のない公正な評価・処遇を

行なっています。
※	�社員の報酬については自社の実力や成長に見合った水準とすること

とし、外部市場等の検証を通じて市場競争力を有する水準を担保し
ています。�  
また報酬水準については、その検証を通じて生活賃金にも十分な配
慮を行なっています。
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 102-43,404-2

教育と浸透

「人財開発基本方針」や人財開発のビジョンである「あ

りたき組織像」「求められる人財像」は、常に社員が確認

できるよう、社内のイントラネットに掲載しています。

また、新たにマネジメントを担う社員に向けた研修、グ

ローバルリーダーを育成する研修など、さまざまな研

修の場面でこのビジョンを共有することで、広く浸透

させるよう取り組んでいます。

さらに、経営層と社員との相互理解を図り、グループ

全体の一体感を醸成することをねらいとして、社員と

の対話の機会を設けています。経営層から社員へ、会

社の現状と方針・人財開発の重点課題を説明し、また社

員からの質問にも答える意見交換の場を設けることで、

経営層と社員の相互理解を促進します。これにより、

本質的な社員の声を把握し、今後の人財開発施策や職

場環境の改善等につなげます。

花王（株）の和歌山工場、酒田工場の単位組合や関係

会社の労働組合とは、経営層や人事責任者との定期的

な対話の機会があり、組合からの提案や要望に応える

とともに、経営層と社員の間で会社の現況や今後の方

針を共有しています。

ステークホルダーとの協働／
エンゲージメント

経営層と社員との対話の機会として意見交換の場を

設けることにより、社員のエンゲージメントの向上に

つなげています。

また、よりよい組織と職場環境をつくるため、定期的

に社員意識調査「Find」を実施しています。各組織の状

態を数値データで可視化することで組織の強みや弱み

を確認し、結果の分析に基づき課題を見つけ、改善方法

を議論して計画を立案し実行するという、組織・職場改

善のためのRPDCAサイクル※を徹底しています。

2018年実施の「Find」では、グローバルでの回答率

が70%、「会社／仕事への満足」における肯定的回答率

は66％、「人財育成の仕組み・風土」における肯定的回

答率は52%です。
※	�RPDCAサイクル�  

業務改善のPDCA サイクルにR(Research)「現状分析」を加え、変化
する状況への対応力を高めたもの。
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 102-20,102-8,103-2,404-2

体制

人財開発の推進体制

「人財開発基本方針」に沿った活動をグループ全体で

推進するために、グローバル共通の仕組みを導入し、活

用しています。たとえば、グローバル人財情報システ

ムによる要員・人件費管理と人財情報の活用、社員意識

調査「Find」による組織力の向上、グローバル共通の等

級制度・評価制度・教育体系・報酬ポリシーによる人財

マネジメント・育成の強化などです。

これらの活動は、人財開発部門統括を責任者とし、花

王のマトリックス運営のもと、国内外グループ各社の

人財開発部門と連携をとりながら進めています。

また、日本においては主要部門に人事機能を設置す

るとともに、現場の社員一人ひとりの育成とキャリア

開発を担当するキャリア・コーディネーターを配置し

ています。

主要部門および日本グループ各社の人財開発責任者

をメンバーとする人財開発会議を毎月開催、海外の人

財開発責任者との会議を年に1回開催し、花王全体の人

財開発の方針、グループ各社の活動状況等について共

有・議論しています。

重要な組織改定・人事異動・人事諸制度の新設・改廃

は、附議基準に沿って取締役会、経営会議、人事委員会

で審議しています。

上記以外に取締役会では、人財開発部門担当役員が

人財開発の方針、社員意識調査（Find）の結果を報告し

人財開発の推進体制

取締役会

経営会議

内部統制委員会

部門責任者
グループ会社社長

ESG委員会

人財開発部門統括

各部門・グループ会社の人財開発機能

グループ会社社長

主催 人財開発部門
メンバー 海外各社の人財開発責任者
内容 方針の共有・議論、活動状況の確認

欧／米／アジア人財開発会議　年1回開催

月1回開催
・附議基準に沿った組織改定、人事異動、人事諸制度の新設・改廃
・人財育成、組織運営等についての審議

・人財開発の方針
・附議基準に沿った組織改定、人事異動、人事諸制度の新設・改廃
・社員意識調査（Find）結果報告

・附議基準に沿った組織改定、人事異動、人事諸制度の新設・改廃
・社員意識調査（Find）の結果報告

日本

委員長 社長執行役員
メンバー 専務・常務執行役員
 人財開発部門統括

人事委員会

主催 人財開発部門
メンバー 各部門・グループ各社の人財開発責任者、
 キャリア・コーディネーター
内容 方針の共有・議論、活動状況の確認

人財開発会議　月1回開催

海外

人財開発
責任者

キャリア・
コーディ
ネーター

社員

人財開発
責任者

キャリア・
コーディ
ネーター

社員

グループ会社の人財開発機能

人財開発
責任者

社員

人財開発
責任者

社員

人財開発
責任者

社員

ています。

経営トップをメンバーとする人事委員会は毎月開催

し、附議基準による審議案件以外にも人財育成、組織運

営等について議論しています。

※2019年12月現在
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 103-2,103-3,404-2

社員の対話に関する体制

花王フォーラム代表

社員代表（事業場・支社）

厚生委員

会員（社員）

社員からの代表選出の流れ 情報共有・議論内容のフィードバックの流れ

花王フォーラム

花王(株)
社員懇談会

KCMK
社員懇談会

KPS
社員懇談会

花王サニタリー
プロダクツ愛媛
社員懇談会

花王ロジスティクス
社員懇談会

各事業場
厚生委員会

各支社
厚生委員会

厚生委員会 厚生委員会 各ロジスティクス
センター
厚生委員会

各職場

グループ方針・戦略・目標の情報共有

各社特有のテーマ・課題に関する議論・情報共有

各事業場・支社特有のテーマ・課題に関する議論・情報共有

社員との対話に関する体制

定期的な社員との対話の場として、各事業場・支社に

おける厚生委員会、各社における社員懇談会、花王全体

の花王フォーラムを設けています。

花王フォーラムは日本と欧州で実施しており、日本

の花王フォーラムには、花王（株）、花王グループカスタ

マーマーケティング（株）（KCMK）、花王プロフェッショ

ナル・サービス（株）（KPS）、花王サニタリープロダクツ

愛媛（株）、花王ロジスティクス（株）の社員代表が参加

します。

厚生委員会は月1回実施、社員懇談会・花王フォーラ

ムは年2回実施しています。それぞれの会で議論・共有

した内容は社員代表や厚生委員を通じて、社員への継続

的・相互的な情報共有を実施しています。

なお、労働組合に加入している従業員は全体の36％

です。※

※	�労働組合加入率は、情報保護・結社の自由の観点から、会社側から組
合加入の有無について確認ができない国があるため、従業員の組合
加入有無を把握していない会社を除外しています。
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 103-2,103-3,404-2

中長期目標と実績

 中長期目標

社員一人ひとりが本来持っている「物事の本質を追

求する力」「新しい価値を生み出す創造性」「自ら学ぶ主

体性」を尊重し、引き出し、発揮するために、多面的な

視点で個々の可能性を見極め、各人の能力、知識・スキ

ル、経験を継続的に磨くことを支援します。

また、社員意識調査の定期的な実施と組織改善に向

けたRPDCAサイクルを強化・徹底します。

 

中長期目標を達成することにより期待できること

事業インパクト

社員の能力、働きがいの向上と人財の定着が促進さ

れ、社員一人ひとりが持てる力を最大限に発揮し、組織

全体として高いパフォーマンスを生み出すことや、対

話の機会を適切に確保することによる社員エンゲージ

メントの向上は、計画した成長目標の達成、もしくは目

標を上回る成果の実現をもたらし、収益の確保・拡大に

つながります。

また、社員の離職率低下により、採用コストの低減お

よび人財投資効果の向上が期待できるだけでなく、エン

プロイヤーブランド価値の向上が期待できます。

社会的インパクト

社員エンゲージメントが向上し、働きがいのある職

場で社員が変化を恐れず創造性を発揮しながら果敢に

チャレンジすることは、社会課題を解決し得るアイデ

アを生み出し、生活者の満足度を向上させる製品・サー

ビスの提供や、サステナブルな社会の実現に向けたよ

りよい製品・サービスの提供につながります。
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人財開発 102-44,103-2,103-3,404-1,404-2

2019年の実績
自ら学び、変化を先導することを促す研修プログラ
ムの実施
・ グローバルリーダーの育成

グループ各社から選抜されたメンバーが、より大きな

視点から花王の経営課題を研究し経営幹部に提案する世

界共通プログラムとして、「グローバルリーダーシップ

開発プログラム」を実施しています。

2019年は19人（海外から8人、日本から11人）が参加

しました。

さらに、世界各国でラインマネジメントを強化するた

め「マネージング・ヒューマン・パフォーマンス・プログ

ラム」をグローバルに展開しています。

2019年は、日本では361人（男性174人、女性187人）

が受講しました。海外各社でも2017年から改訂版プロ

グラムで教育を再開しており、グループ全体で一層の連

携と協働を進め、マネジメント強化に取り組んでいます。

各プログラムは、参加者から高い評価を得ています。

・ 社員への多様な育成支援

45歳を対象とした「ライフキャリアデザインセミナー」、

50代後半を対象とした「ライフプランセミナー」に加え、

50歳社員を対象とした「50歳キャリアセミナー」を

2017年から実施しています（花王（株）から導入）。

社員との対話
・ 社員意識調査とその結果へのアクション

2018年に実施した社員意識調査（社員の声・意識調査

「Find」）の結果をもとに策定したアクションプランを推

進しました。

・ 社員コミュニケーション

2019年2月、7月に花王グループ各社社員懇談会、花王

フォーラムを実施。2019年6月には欧州地域の従業員代

表18人が参加し、Kao European Forum を実施しました。

花王フォーラムでは花王（株）15人、KCMK10人、KPS2

人、花王サニタリープロダクツ愛媛（株）1人、花王ロジス

ティクス（株）1人の計29人の社員代表が参加しました。

社員代表より各事業の方向性、商品開発・販売施策の展

開、先端技術の活動、ESG の活動等について質問が寄せ

られました。社員代表からは、「グループの一員としての

意識が高まった」「方向性や考え方を知ることができ今後

の指針となる」などの意見が多数寄せられました。

各社社員懇談会では、各社の方針や施策についてより

具体的な議論を行ないました。花王（株）社員懇談会では、

人事責任者と社員とで主に人事・厚生関連のテーマにつ

いてディスカッションし、よりよい働き方の推進に向け

た取り組みなどの意見交換を行ないました。

・ 在宅勤務制度

制度導入後も、在宅勤務制度の利用状況を共有し、継

続的に意見交換を実施しています。

・ 定年退職し再雇用した社員のキャリアサポート

業務の選択肢拡大について、進捗報告および意見交換

を実施しています。

実績に対する考察
自ら学び、変化を先導することを促す研修プログラ
ムの実施

2020年以降は、グローバルにビジネスをリードする

次世代経営者の育成支援プログラムを強化します。さら

に、リベラルアーツをより早期に学ぶ機会をつくります。

また、ラインマネジメントを強化するための『マネージン

グ・ヒューマン・パフォーマンス・プログラム』をさらに

充実したものとします。自ら学び変化し成長し続ける意

欲の高い人財が、自ら手を挙げチャレンジできるような、

一人ひとりのニーズに応える学びの機会を拡充します。

社員との対話
2020年は、2018年に実施した社員の声・意識調査「Find」

の調査結果から見出された課題に対して策定したアクション

プランに継続して取り組み、課題の解決に取り組んでいき

ます。花王全体の取り組みの方向性として、「コミュニケー

ション」や「チャレンジ」などを掲げた上で、各組織の課

題に沿って具体的なアクションプランを推進しています。 

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

平均研修時間 ― ―
13.0
時間

12.6
時間

14.1
時間

社員1人当たり教
育訓練費（連結）

69,000
円

66,000
円

58,000
円

56,000
円

51,000
円

人財開発コスト
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人財開発 404-2

具体的な取り組み

人財育成プログラム

グローバルリーダーの育成

グローバルビジネスを牽引するリーダー候補に対し

ては、著名なビジネススクールの協力のもと、集中的な

トレーニングを実施しました。経営スキルの向上を図

るとともに、さまざまな領域の最新知見に触れる機会

の拡充と人的ネットワークの構築を進めました。また

深い洞察力と価値軸を涵養するための場として、リベ

ラルアーツ学習も導入しました。

社員への多様な育成支援

・ �「花王ウェイ」やインテグリティ意識の浸透、ビジネ

ススキルの習得のために、各拠点で社内講師を養成し、

スピーディできめ細かい展開を行ないました。

・ �キャリアの節目における異業種交流の機会を拡充し、

視野の拡大とネットワークの構築を通じて、知的創

造活動への刺激を高めました。

・ �e ラーニングやインターネットを使った語学学習等

の学習ツールも積極的に取り入れ、学びの「場」づく

りを進めるとともに、社員自らが成長への努力を重

ねることを積極的に支援しました。

 

・ �日本において60歳以降の働き方を見据えたキャリア

開発の重要性がより高まっていることを踏まえ、中

高年の社員を対象としたライフプランセミナー等を

実施しました。

キャリア開発支援

・ �所属会社や雇用形態にかかわらず、花王グループ全

体での個別キャリア開発を推進し、各人が将来に向

けた目標を持ってチャレンジングな課題に取り組む

環境を創出しています。

・ �“能力・キャリア開発支援〈SeEDS: Self Education & 

Development Scheme〉” を導入し、本人の希望する

キャリアの方向性を確認の上で、人財育成・適所適材

の視点で個別キャリア開発を推進しています。

評価制度を通じた人財の育成

・ �公正かつ納得性の高い評価制度を運用する中で、挑

戦への取り組みや目標を達成する過程から個人のや

りがい・誇り・成長を引き出し、短期のみならず中長

期かつ計画的に人財を育成します。

・ �日本、欧米、アジアの一部の関係会社の評価制度を標

準化し、同じ基準・仕組みでインフラを整備・稼動し

ています。①目標の設定から課題遂行、②期中におけ

る遂行状況の確認とフォローアップ、③結果確認か

ら評価の決定、④フィードバック面談を通じた能力

開発の検討、までを一連のプロセスとして、年間サイ

クルで運用しています。
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 404-2

花王 グローバル共通プログラム・部門専門プログラム

グローバルリーダーシップ
開発プログラムⅡ

海外トップマネジメント

G3等級改定研修

グローバルリーダーシップ
開発プログラムⅠ

マネージング・ヒューマン・
パフォーマンス（MHPP）

海外赴任者研修

ビジネススキル
ファシリテーション、ネゴシエーション、
プロジェクトマネジメント

花王ウェイ インテグリティ

入社オリエンテーション

SMP
職層

MP
職層

LS
職層

S
職層

マーケティング 販売 SCM R&D 情報システム

MK Univ.
 （マスター）

MK Univ.
（ベーシック）

・コミュニケーション
・調査
・MK基礎 Ⅱ

MK基礎Ⅰ

MK経営戦略基礎

BLDP
Advanced

BLDP
Basic Sales

Exchange
Program

Supply Chain
Development

Program
- Advanced

Course

・Supply Chain
Development
Program
- Basic Course

・花王テクノスクール
・花王エンジニア

スクール
・高圧塾
・防菌塾
・品質OJT
・SHIC

モノづくり技術・
技能伝承C

専
門
塾

主
幹
・
主
席
フ
ォ
ー
ラ
ム

基礎科学塾

フレッシュマン
フォーラム

Stage 3
IT総合研修

Stage 2
メソドロジー研修 

（応用）
アプリケーション

応用研修
テクノロジー

応用研修

Stage 1
メソドロジー研修 

（基礎）
アプリケーション

基礎研修
テクノロジー

基礎研修

入社IT専門研修

AC
研修

導入
研修

キーアカウント
マネジメント
エクセレンス

フィールド
セールス

エクセレンス

SMP職層：シニアマネジメント/シニアプロフェッショナル職層
MP職層：マネジメント/プロフェッショナル職層
LS職層：リーディングスタッフ職層
S職層：スタッフ職層
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K
irei Lifestyle Plan

人財開発 102-43,404-2

組織力向上のRPDCA

P

部門別アクションプラン
全社アクションプラン

A

改善議題発掘

社員の声・
意識調査
「Find」
実施

フィードバック実施

アクションプラン
実践・振り返り

【2年に1回実施】

「Find」の調査項目

組織の機能
1. リーダーシップ
2. 組織と戦略
3. 企業倫理・コンプライアンス

会社の評判
4. 顧客・品質志向
5. 目標達成志向

会社・組織の機能
仕事の質・仕事を支える環境
6. チームワークとコミュニケーション
7. 仕事の進めやすさ

会社・仕事への満足(エンゲージメント)
●仕事を通じた満足 ●コミットメント

アクションプラン

●会社へ貢献する行動

仕事の機能
公平
 8. 個の尊重

報酬
 9. 人財育成の仕組み・風土
10. 成果と処遇

社員の側面

社員の声・意識調査「Find」の実施とアクションプラン策定

社員の声・意識調査「Find」を2年に一度、定期的に実

施しており、1年目は調査実施、結果分析、およびアク

ションプラン策定を行ない、2年目はアクションプラン

を実行、その取り組みの結果を翌年の調査で確認する

というRPDCAサイクルを回しています。

2019年は、2018年に実施した「Find」の調査結果を

もとに策定したアクションプランを、全社一丸となっ

て推進しました。花王全体のアクションの方向性として、

「K20に向けた大きなチャレンジの推進」「『花王ウェイ』

の原点へ立ち戻る『消費者・顧客をもっとよく知る企業

に』」などの5項目を掲げました。各社・各部門の固有の

課題を踏まえ、現場での議論を経て作成されたアク

ションプランに対して、全社員が当事者意識を持って

取り組みました。アクションプランが確実に実行され

るよう、進捗状況を会社と社員双方が定期的に確認し

ました。

調査の実施は通常2年に一度ですが、より効果的な取

り組みにつながるよう質問を再検討するために、次回

の調査実施を1年延期し2021年に実施する予定です。

2020年は引き続きアクションプランの実行に注力し、

花王の組織力向上に向けて全社員で取り組んでいきます。
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日経新聞社 「Smart Work」に認定
日本経済新聞社が実施する「Smart Work」企業認

定において、花王（株）は、星4.5ポイントの評価を受け、

認定されました。

この調査は、日本の上場企業と有力非上場企業を対

象とし、「多様で柔軟な働き方への取り組み」「イノベー

ションを推進する体制」「市場を開拓する力」の3要素

を効果的に連携させ、組織のパフォーマンスを最大化

させる企業経営を「スマートワーク経営」と定義する

ものです。企業統治など経営基盤となる項目も加え、

5段階で評価、認定されます。

外部からの評価Topic

人財開発
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